
新新人人看看護護職職員員  教教育育ススケケジジュューールルパパスス：：ススタタンンダダーードド版版  
  

4月 5 月 ６月 7 月～ 10 月～ ３月～ 4 月～ 

 

 業務基準 □日勤業務 □日勤業務 □日勤業務 □日勤業務 □土日・祝日勤務（開始） □夜勤業務（開始） □独り立ち 

看護

実践

能力 

看護技

術項目 

苦痛の緩和    

安楽の確保 
□温罨法   □冷罨法  

 

 

活動・休息援助 

□体位変換     □移動、移送援助（車イス）  □体動・移動に注意が必要な患者への援助（身体拘束） 

□歩行援助     □移動、移送援助（ストレッチャ―） 

 

 

 

 

 

食事援助 □経管（胃管・胃瘻）栄養   □食事援助 □嚥下アセスメント  □摂食機能療法 
 

 

環境調整 □環境整備   □ベッドメーキング   □臥床患者のベッドメーキング  
 

 
 

 

 

症状・生体機能管理 

 

□バイタルサイン測定法（血圧）  □意識測定法 

□バイタルサイン測定法（脈拍）  □運動機能測定法 

□バイタルサイン測定法（体温）  □瞳孔測定法 

□バイタルサイン測定法（呼吸）   

 

□尿一般検査の採取 

□便培養検体の採取    

□静脈血採血と検体の取り扱い 

□動脈血採血と検体の取り扱い 

□ターゲス 

□血中濃度検査 

□尿培養検体の採取 

□喀痰培養の採取 

□心電図モニター・12誘導心電図の装着の管理 

□パルスオキシメータによる測定 

    

□髄液培養検体の採取 

□血液培養検体の採取 

  

        
 

 

 

 

 

 

呼吸・循環を整える 
□体位ドレナージ 

□酸素吸入 □吸引法  □吸入法（ネブライザー） 

 

□酸素吸入 □吸引法  □吸入法（ネブライザー） 

 

 

□人工呼吸器装着の管理 

 

創傷管理 

 

□創傷処置《褥瘡を除く》    □褥瘡予防    □包帯法  

 

 

 

□マクロポート穿刺時の援助 

清潔・衣生活援助 

□口腔ケア           □手浴           □足浴           

□陰部洗浄          □洗髪                      □寝衣交換等の医生活支援 

□おむつ交換         □シャワー浴援助      □整容（爪切り・髭剃） 

□全身清拭          □入浴援助          

  

    

 

 

 

 

 

 

排泄援助 
 

□排泄援助（車椅子）  □排泄援助（床上） 
□尿道留置カテーテル  □導尿   □摘便   □グリセリン浣腸    

与 薬 

 

 □与薬（経口・経管・直腸内）    

 □点眼 

□静脈内注射・点滴静脈内注射               

□皮下・筋肉・皮内注射 

□インスリン製剤  

 

 

□輸液・シリンジポンプの準備と管理 

□抗菌剤の用法と理解と副作用の観察 

 □輸血療法 

□中心静脈内注射の準備・介助・管理 

□抗がん剤の種類・用法の理解と作用・副作用の観察 

□麻薬の種類・用法の理解と作用・副作用の観察 

感染予防技術 

 

□スタンダードプリコーションの実践       □針刺し事故防止対策の実施と針刺し事故後の対応 

□必要な防護用具（手袋・ゴーグル・ガウン等） 

□医療廃棄物規定に沿った適切な取扱い 

 

□無菌操作の実施 

□洗浄・消毒・滅菌の適切な選択 

 

 

安全管理 

 

□誤薬防止の手順に沿った与薬     □患者誤認防止策の実施 

□転倒転落防止策の実施 

 

 

       

 

□薬剤・放射線曝露防止策の実施 

 

救命救急処置 
 

 

    

       

□救急心肺蘇生法 □除細動 

□気管挿管の準備と介助 

□チームメンバーヘの応援要請 

 

その他 
 

        

□入院（病棟）   □転棟 

□退院       □手術準備（病棟編） 

 

 

 

 

□死後のケア 

現任

教育 

OJT 

□オリエンテーション  

□（安全リンクによる）安全対策の実際 

□（感染リンクによる）感染予防対策の実際  

□（記録リンクによる）記録の実際  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集合教育 

□ポジショニング 

□排泄管理 

□必須看護技術 

 

□注射・採血 

□人工呼吸器・ポータブル呼吸器の原理と取扱い 

 （5 月障害者病棟） 

 

 

□生体モニターの取り扱い 

□輸液・シリンジポンプの取り扱い 

□看護過程Ⅰ 

□フィジカルアセスメント 

 (脳外・循環・耳鼻科・眼科・整形) 

□人工呼吸器・ポータブル呼吸器の原理と取扱い 

 （8 月 急性期病棟） 

□急変時の対応(9 月) 

 

 

□輸血療法 

□人工呼吸器・ポータブル呼吸器の原理と取扱い 

 （10 月 一般病棟、回復期リハビリテーション） 

□看護倫理（11 月~2 月） 

 

 

□リフレッシュ研修（２月） 

 

 

 

 

 

評 価 

 

□看護手順技術評価 

（ナーシングサポ―ト） 

 

□看護手順技術評価 □看護手順技術評価 □看護手順技術評価 

□看護技術についての到達目標の評価（8 月） 

□目標面談（６月～７月社会人基礎力含む） 

□看護手順技術評価 

□看護技術についての到達目標の評価（12 月） 

□目標面談（12 月～1 月ラダー評価含む） 

□看護手順技術評価 

 
 

2023年度版 


